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 『施策実施に関する確認メモ』の遵守を再確認 
 職場の混乱を回避するために、労使で真摯な議論を行い、安全を第一に、働き
やすい職場をつくる事をめざす 

 
 １往復の被爆量（内閣府調査：0.045μSv）は低く健康被害がない 
 線路内および周囲の除染対策が事前に完了していた 
 行政の判断（楢葉町の「帰町の判断」） 

 現地で判断できる人を育てなければならない 
 そのために、「現地に立つこと」と「机上訓練」の双方が大切 
 訓練は、各職場の特情にあわせて現場に必要な訓練を行う 
 訓練計画策定にあたり、現場を熟知した指導担当等の意見を取り入れる 

１回目 

 ルールの成り立ちを含めた理解が重要 
 ルールは不変ではなく、絶え間なくルールの見直しなどの取組が必要 

 今もなお、不安の声が職場から出ている。不安解消に向けて努力するべき 

 不安解消のために、血液検査・健康相談以外にも線量管理をしている 
 希望者が内部被爆検査を受診できるように検討している（時期は未定） 

 線量に異常値が出た場合「区域外の列車を区域内に入れない」「区域内の列車
は、車両が動けるならば、区域外に出す」 


